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今年度要求のポイント

区分
新規・拡充

(単位　千円)

2 局・課名 教育委員会事務局・教育政策課
マスタープラン
３つの挑戦

子育て
マスタープラン

施策番号
3整理番号 38 - 112

事務経費

事業期間 　H　～　H　　

平成24年度決算額

0

全区に（仮称）区教育審議会の設置
（仮称）区教育審議会委員の委嘱

【経過（～25年度）】 【26年度】

・各区に（仮称）区教育審議会を設置する。
・公募を含めた委員を3名～5名委嘱する。
・区域の教育課題について審議する。
（例：通学路の安全確保、いじめ・不登校・虐待等）
・区に相談窓口を設け、保護者や地域からの相談に応じる。
・区でスクールロイヤー制度（スクールサポート事業参照）を活用
し、相談体制の強化を図る。

事業目的

事業内容

区教育審議会委員報酬

28,40500

教員OB(7人)、警察OB(1人）

4,284 @10,200円×5人×12月×7区

内容・積算等項目

・各区での教育審議会の設置・運営にかかる経費及び区の相談体制の充実を図る
経費を要求する。

25年度予算

（スクールロイヤー謝礼金）

主な要求内容 （単位：千円）

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額

0 700 消耗品等

弁護士による学校支援

0 ※本事業要求額　28,405千円

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 33,205

4,800 ※別途スクールサポート事業で予算要求

関連事業

事 業 名 (仮称）区教育審議会の設置

23,421

0

教員OB・警察OB

事 業 費

地域全体で子どもの成長を支え、地域の声を生かし、地域に根ざした
教育を推進するため、区域の教育力向上に関する方策について調査・
審議する区教育審議会を設置する。あわせて、都市内分権を推進する
観点から区域の教育課題を解決し、区民サービスの向上につながる事
務を区でできるよう区の権限強化を図る。


